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号 (2)20 

-
8
丹
末
の
停
滞
前
線
と
台
風

4
同
守
的
機
近
に
伴
う
大
聞
は
間

一東
北
部
か
ら
東
北
南
部
を
中
、
む

一に
全
国
各
地
に
大
県
富
を
も
た

7
り
し
ま
し
た
。

一

静
岡
県
下
で
も
函
南
町
で
土

一右
流
が
mm
生
、
富
士
宮
地
区
e
b

-
-

む
回
復
か
ら
回
日
に
か
け
て
集
中

.
4

葺
両
と
な
り
笹
伎
を
強
め
ま
し

っ

た
が
、
符
に
大
き
な
土
砂
民
事
の

uv園

理
生
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
・

-v-
今
固
の
雨
量
は
昨
年
6
月
に

-

'

ヒ

太
盟
僚
な
土

E
揖
を
尭
生
さ
せ

.

H
ばけ

た
雨
量
(
大
滝
観
測
所
で
総
雨

p
h
同

昆
布
、
リ
.
盛
大
時
間
間
量
句
、
、

-

司

制

止
を
上
回
る
も
の
で
し
た
が
土

録

同
体
E
擁

完

走

号

単

純

に

雨

蹴

』

=
E円
見

量
だ
け
で
は
土
百
流
尭
生
町
予

蔚

-
E
園調

H
M
湖
が
困
維
で
あ
る
こ
と
を
証
明
ゆ

E
す
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
・

所

-

富
士
砂
防
工
事
感
務
所
引
は
.
閣

一現
在
あ
る
大
沢
川
町
監
担
主
テ

側

一ム
に
加
え
て
工
事
施

Laや
函
刷

所

一円
方
町
安
全
婿
保
も
目
的
と
し

剃

一た
総
合
的
な
土
砂
見
容
対
策
情

事

一報
Y
ス
テ
ム
の
詰
品
ぞ
い
ま

恒

一す
・
ま
た
土
石
流
需
生
町
メ
カ
ニ

砂士

--

3廃富士砂防だより平成10年10月1日

降り始めの日時 降り終りの日時 総雨量 量大時間雨量 (尭生日時)

御中道観測所 8月25日15時 9月1日3時 594ミリ 制ミ1) (28日1-2時)

大滝観測所 8月25815時 9月1日3時 657ミリ 73ミリ (28日1-2時)

上井出観測所 8月25815時 9月182時 622ミリ 88ミリ (28日1-2時)

ふ叫特例~，，~，，~Y 川"u.~.i'I""，*

山製~
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円
当
初
予
鴇
と
補
正
予
算
戸

総
合
経
罰
対
策
に
基
づ
〈
平
成

叩
年
度
補
正
予
算
は

6
月
げ
日

に
成
立
し
.
現
下
町
厳
し
い
騒
音
状

況
か
ら
阜
聞
に
臨
却
し
、
引
世
紀

に
お
け
る
活
力
あ
る
緑
済
社
会
を

実
現
す
る
た
め
過
去
厳
止
組
閣

の
公
共
投
資
等
を
確
保
す
る
こ
と

と

aり
ま
し
た
・

富士砂防だより

富
士
砂
防
工
事
事
務
所
に
お
い

て
は
.
緊
急
性
を
堕
す
る
昨
年
置

尭
生
し
た
大
理
慢
な
士
百
誼
へ
の

対
策
を
ゆ
心
に
、
情
報
通
聞
の
整

備
民
間
世
慢
の
鵠
尭
、
理
境
へ
の

配
置
に
寄
与
す
る
事
業
に
つ
い
て
、

重
点
的
か
つ
効
率
的
な
実
施
に
現

め
る
こ
と
と
し
ま
す

平成10年10月1日

単位.百万円

猪の頭注砂地工援隊

平成10年度富士砂防工事事務所補正予算額

l当初事業費(討|補正予算 (b) I事業賛同+b)

4，824.39 2，137 
(当初比80%)

2，687.39 
途}事集."割董貨を含み.す干

工事一覧表平成10年度

弓沢lt妙亀エヱ・

砂防ダムエ

隊宥ヱ

士市猪ノ平創.~Hl0.3-H1D.12 

弓~ダムエ.ェ.

..W; 1砂防ダムヱ・

同 0.3勾 Hl0.IO

H1D.9-Hll，t2 須調'~2Ö防ダムエ・

8 

g 

除石エ

.. エ"石工

陰石工

Hl0.9-Hl'.3 

Hl0.9-Hl1.3 

同 O.10-Hl1.3

Hl0.8-Hl1.2 

Hl0.7-Hl1.2 

{予定}

{予定}

{予定}

婦の費lt砂訓u:..雌エ・

婚の，."砂，.エ障者ヱ.. 

大沢"'底画工隊石エ・

源鋪.欄牽

大沢"'鯵防ダムエ・

大火"妙均エェ・

" 

F コt\'O~6庭園エm・聞書.・除石u

ご協力をお願い致します。

2司"ダムエ.z・

皆織のご理解、

1弓沢'"砂..ヱエ・
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際
士
山
町
大
前
刷
れ
は
、
商
頭
域
酬
甚
械
を
中
心
に
踊
年
平
均
約
四
万
立
方
メ
ー
ト
ル

{
H
t
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク

4
万
台
分
}
と
一
さ
れ
る
膨
大
な
土
砂
を
生
み
出
し
つ
づ
け
て
い
ま
す

こ
の
土
百
掩
の
聞
に
対
す
る
拙
本
的
な
対
策
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す

し
か
し
、
工
事
は
厳
し
い
気
象
条
件
や
箱
正
技
術
な
ど
の
臨
臨
も
多
〈
.
試
酔
標
的
に
昭
何

回
年
度
か
ら
調
査
工
事
を
標
高
二
、
一
o
o
m付
近
で
継
続
実
施
し
て
い
ま
す
.
調
査
工
事
は
、

富士砂防だより平属10年10月1目

連醜"鯛変工事実施状況

国
立
公
園
内
町
特
別
保

種
区
峻
で
あ
り
環
境
へ

の
配
車
と
例
年
侮
雨
明
け

の
7
月
末
か
ら
陣
雪
前
の

H
円
未
ま
で
の

4
?
円
問

と
い
う
眠
ら
れ
た
期
間
内

で
安
全
対
策
を
鍛
重
点
に

行
い
ま
す

.
8
丹
市
千
は
安

全
施
盟
の
施
工
、
日
月
は

片
付
け
(
贈
収
}
と
、
工
事

そ
の
る
の
は
実
質

2
ヶ
円

間
担
置
と
な
り
ま
す
.

こ
う
し
た
厳
し
い
工
四

面
の
る
と
富
士
山
符
何

回
気
軍
条
件
や
現
地
の
特

殊
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
同

年
聞
の
地
週
な
努
力
と
試

行
錯
耳
の
樺
り
直
し
に
よ

り
様
々
な
砂
防
線
融
{
低

ダ
ム
工
、
町
A

リ
ヲ
ト
ダ
ム
工
、

混
線
匝
帽
工
.
掴
製
ぬ

w
t

、
調
製
盟
休

t
.
閉
式
部

百
防
車
掴
工
等
}
を
纏
工

平成.，事館

工
し
て
き
ま
し
た
・
ま
た
フ
ジ
ア
ザ
ミ
や

ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
に
よ
る
鵠
化
町
田
町一冗

試
験
等
を
実
施
し

τさ
て

お

り

本

陪
的
安
胞
に
向
け
て
甘
受
に
デ

l
タ

と
縄
工
技
簡
を
蓄
積
し
て
い
ま
す
.

平
成
叩
年
度
は
、
当
面
白
般
車
曹

醜
固
と
考
え
て
い
る

「
湾
臨
調
工
』
町

献
駿
施
工
に
向
け
て
、
斜
耐
対
策
や

安
全
対
策
専
に
つ
い
て
実
施
し
て
い
〈

計
画
で
す

ま
た
‘
安
全
対
策
上
町
田
匝
テ
ー

マ
と
し
て
、

①
リ
モ
コ
ン
傑
作
型
直
世
機
械
の

開
斑
{
無
人
化
)

事
土
石
掩
尭
生
や
斜
而
刷
輔
、
土

百
円
高
下
等
を
感
知

L
.
曹
制
限
を
尭

す
る
シ
ス
テ
ム
の
検
討

窃
作
車
中
の
不
慮
町
市
予
彼
等
に
よ

る
作
章
員
が
負
慣
し
た
際
の
車
畠
知

道
ン
ス
テ
ム
円
借
情
築

等
も
あ
り
、
今
後
引
き
楠
き
検
討
を

進
め
て
い
く
計
画
で
す
.

る.大沢JII・E園

E 
大沢.断国

f 昭←-a![]ヘ/ζk
直E ←" 1"#/111←一一一医週 中日叶



砂
防
学
会
(平
成
同
年
5
月
北
海
道
で
開
催
)
で

富
士
砂
防
工
事
事
務
所
よ
り

2
題
を
発
表

号 (5)20 1Il 

平
成
川
年

5
H
m日
か
ら
幻
日
ま
で
札
輯
市
で
聞
出
さ
れ
た
平
成
山
年
度
(
社
)
砂
防
学

会
の
餅
究
尭
表
会
に
お
い
て
‘
宿
土
砂
防
工
事
必
務
所
の
大
巾
l

武
昂
副
所
長
が
「
1
9
9
7

年
6
円
初
日
尭
生
の
富
士
山
大
沢
刷
れ
土
石
斑
に
聞
す
る
考
京
」
を
尭
苦
し
ま
し
た
・
ま
た

同
所
の
大
津
能
孝
現
場
技
術
員
が
「
富
上
山
大
沢
崩
れ
の
輔
化
廠
工
地
に
お
け
る
在
来
補

生
の
侵
入
に
つ
い
て
」
を
尭
去
し
ま
し
た
a

富士砂防だより平成10年10月1日

大
中
副
所

E
の
尭
車
内
容

は
.
昨
年
尭
生
し
た
大
躍
慣
な

土

石

流

を

蝿

肥

し

た

上

百

出

慌

視

γ
ス
テ
ム
の
ビ

デ

オ

解

析

結

果

を

中

心

に
.
舟
生
時
町
降
雨
状
況

土
石
流
町
摘
出
陪
略
、

機
織

土
砂

E
.
大
沢
属
状
地
の
砂

閉
施
誼
内
で
の
動
睦
侵
産

機
織
状
況
お
よ
び
砂
防
由
織

の
効
栄
等
に
つ
い
て
ま
と
め
た

も
の
で
す
.
事
散
の
研
究
者
か

ら
土
石
読
の
監
視
状
況
に
つ
い

て
の
質
問
等
を
う
け
、
富
士
山

大
沢
崩
れ
対
策
に
つ
い
て
高
い

聞
心
が
あ
る
こ
と
が
串
じ
ら
れ

ま
し
た
・

大
沢
技
術
固
は
富
士
山
大
沢
織
れ
の
開
高
2
0
0
0
m
付
近
の
糠
頭
部
調
査
王
争
現
川
崎
町

輔
化
胞
工
地
に
お
い
て
‘

T
】
ネ
ッ
ト
工
に
よ
る
斜
面
の
土
砂
移
動
防
止
、
ヲ
-
先
駆
植
物
と
し
て
の
フ

ジ
ア
ザ
ミ
の
将
入
、
官
席
眉
基
H

例
吹
付
て
に
よ
る
値
生
基
盤
の
晶
置
に
よ
り
、
フ
ジ
ア
ザ
ミ
や
ミ
ベ

マ
ハ
ン
ノ
キ
警
の

ι来
園
生
が
回
国
し
て
い
る
こ
と
等
の
試
験
総
工
の
結
保
を
程
表
し
ま
し
た
ョ
大

刑
制
れ
源
副
部
か
ら
の
上
砂
を
で
き
る
だ
け
減

ら
す
こ
と
が
今
後
の
慣
型
な
躍
顕
で
あ
り
卜

年
来
町
民
開
聞
大
学
理
学
静
岡
哨
湾
教
師
H

の
ご
指

導
と
研
究
室
町
醐
在
、
冊
子
採
用
、
費
等
移
植

活
動
に
よ
り
俗
ら
れ
た
成
果
を
と
り
ま
と
め
た

る
の
で
あ
り
、時

H
を
臨
め
ま
し
た

ポス';lーセッション形式による発表

ー
画

“ E 

大同炉震島町所長

'UUI5硯蓋エ・現場の襖地に侵入したフジアザミの瞳に
イワオウギが生育を始めてきた続況

大沢能宰領術提



20 奇 (6)!II 寓七砂防だより平成10年 10，q1日

平
成
同
年
度
土
砂
損
害
防
止

問
簡
は
、
工
M
W
に
犠
わ
っ
て
い
た

作
業
員
町
方
々
が
被
斑
し
た
ギ

成

8
年
目

H
の
舗
附
沢
上
町
流

出
容
を
教
訓
に
砂
防
工
事
現
地

で
円
安
全
対
策
円
強
化
を
一
つ
の

住
と
し
て
行
い
ま
し
た
高
土
砂
防

工
事
事
務
所
で
も
浦
原
沢
土

石
流
提
帯
に
下
ぷ
」
と
閉
し
て

6

円

8
H
に
工
事
安
全
講
習
会
を

実
縫
し

t
砂
虫
害
防
止
の
全

国
大
会
と
現
地
見
学
会
的
ピ
デ

オ
に
よ
る
研
修
や
率
直
な
宜
見

交
換
な
ど
を
汗
い
ま
し
た

キャンプ砂防lIiI静岡崎lIlD・附~即I

879，固

静岡県富上宮市

三国平1100

郵便 は が き

回目固
料金受取人払

.{!ffl H 冷矧~

!'-F;I{l1rrlfl 
:H 11 tで

'"土日ば
• .! 

110 

刈
a
a
w

明
白
拘
所
と
沼
坤
工
事
.
師
岡
河
川
は
仲
代
世
で

8
月
4
日
{
火

}
i
8
H
U
H
A
火
)
の

8
H
間

像

京
良
工
大
学
高
知
大

9
.
俗
間
L
入、

r
a世
間
尚
咋

か
ら
計

6
e
n
的
参
加
古
に
よ
り
キ
ャ
ン
プ
砂
防

川
帥
囲
を
実
施
し
ま
し
た
「
キ
守
ン
プ
砂
防
」
は
・
L
入

学
で
砂
防
を
今
ぷ
学
生
耳
を
対
象
と
し
て
句
砂
防
衛
下

震
の
窓
越
筏
と
中
山
間
地
域
及
び
そ
こ
に
世
話
す
る
人

々
に
対
し
て
県
た
す
砂
肱
刑
事
業
向
性
酬
を
.
地
ん
円
人

々
と
の
共
同

n
Eや
キ
活
を
通
じ
て
体
駐
的
に
学
び
‘

砂
防
に
対
す
る
認
議
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
.

苗
上
山
‘
狩
野
川
安
倍
川
町
各
現
喝
で
秒
間

1
事

波
地
で
の
作
草
体
鵬
、
尭
年
直
後
町
山
明
鳩
地
目
前
測

調
査
、
富

k
山
市
口
問

E
山
御
中
週
フ
ジ
ア
ザ
ミ
水

ま
さ
.
大
谷
刷
れ
凶
間
生
調
査
等
盛
り
だ
く
さ
ん
の

体
畢
学
習
を
行
い
ま
し
た

切司1I-t-11ら$に

.剖阻むト，.

中部地方建設局

富士砂防工事事務所

広報担当

土
砂
捉
嘗
防
止
月
間

{
6円
}
期
間
中

町
6
月
剖

U
に
ミ
ス
富
上
山
の
泊
線
量
絢

さ
ん
を
「
口
事
務
附

E
」
に
書
唱
し
‘
由

雌
さ
ん
と
と
も
に
土
砂
提
寄
へ
の
注
鳶
を

市
民
に
呼
び
か
け
ま
し
た
泊
雄
一

n明

白
伺
所
録
は
‘
職
日
訓
辞
決
殿
軍
務
、
庁

内
世
察
を
行
い
、
午
後
か
ら
は
大
沢
岡
林

地

で

婦

間
地
盤
高
の
計
淵
工
事
の
安
全

指

abゆ
と
‘
そ
の
後
‘
セ
イ
フ

l
甫

上
官
庖
前
で
仁
砂
提
唱
昔
前
止
円

聞
の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
と
短
時

間
の
中
で
多
く
の
任
傍
を
こ
な
し
‘

多
忙
な

-
H
を
過
し
て
砂
防
省
下
車

町
理
解
と
共
に
広
く
市
民
の
符
峨

へ
砂
防
の
犬
切
さ
を

P
R
し
て
頂

き
ま
し
た

建設省

行

h 1'.11.111'.1111' IIH"1nI・'1".1.,1,,1'11• 11 '11，.1，，'白.111，.1



号(7)20 II! 7iI士砂防だより平成10'李10月1日

当
事
務
所
と
静
岡
県
・
富
上
宮
市

富
上
市
芝
川
町
が
共
催
す
る
「
富
土

山
大
沢
馴
れ
と
御
中
道
見
学
会
」
は

g
i
山
の
白
然
の
置
か
さ
と
砂
防
事

業
の
必
耐
震
性
を
留
鎖
し
て
い
た
だ
く

た
め
.
干
成
疋一
年
か
ら
実
施
し
.
平
成

9
年
度
ま
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7A剖目(金)1"固

「
御
中
遺
児
学
会
」
は
今
年
度
も
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回
開
惜
し
毎
回
多
数
回
ご
応
第
を
い

た
だ
き
‘
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ま
た
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品
同
団
体
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ご
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世
に
よ
り
大
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馴
れ
や
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会
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い

ま
す
の
で
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判
官
情
務
所
的
広
制
限
田
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で
ご
州
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下
さ
い

広報誌読者の声お便り募集 | 
(1 )富士山大沢崩れ対積等富士砂防が実施している..
についてご窓見などをお聞かせ下さい

御中道見晴らし台の
崩落について

見学会の目的峰、.'ド直.l!・荷台のー僚が鋤悔しました.

初中道，見晴拘lま.大沢勝れの北劇画.楓高2.380mに位置して

おり.Ir<廃した大沢刷れの雨量から富士山田上までをー官で

きる喝闘です、この見晴台iこ.JHJO日の轟爾によると且われ

る刷搭がおきたことを信耳しました.

周辺に立ち入る阪には十分な控置が必Eです.

要注意

(2)(富士砂防だより」回発行や見学会伝ど、富士砂防の広輔
活動について.ご怠見などをお聞かせ下さい

也
マ
リ
ト
リ
・

(3)その他お気づきの点ご質問傘どあり志したらお初かせ下さい.

。
手

住所

氏 名 年働 性別

{-掌綬m名]

お差しっかえがなければご配入下さい

=-ヵ..，がとうござい掌した

崩
落
前

7
月
2
目
損
膨

胤
落
量
的
状
況

8
月
2
日
蝿
彫



平成10年 10月1目 高上砂防だより 111 20 号 (8)

&2J 
六jR扇状地ワイズウオーワ

参加者募集

* 
"眉<:歩けない富士山大罰則れ下車‘の広大な周縁地の中を、クイズHIきながら遺るウオーク大会を開催します.

一開催日陽 平成10年10M2.日{上19:00-16:001雨天の場合盟日}

1・合喝所府富士宮駅北U 且)

絡

制

限

・・【

A
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-
-
【

加

'

集

加

.，
d
F
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小学生--11 

小学世4年字以上1:晴人容加可後小γ控3年以下l:ll見同作

100人(集合'‘ス2台) ‘・
500円(富 i宮駅カ吟現地まで明世掴'i週賓と保晴斜を含削 '

申込方法 住iV.1、ガキに住帰電位置り参加給盟借金"の氏名。性別年働{学

生l:7f.引を悶記の上、ベーン Fの富上砂防工事事鰐所「クイズウ守

クJ係へお遮~(ださ1 ・ tl lJI省カ-I(逗白ハガキ)を遅過します 去年のウ槍 ク大会且量

申込鱒切

主催

10円1HH*I 
?民士移，Fli[1師事情所富士下町市 * 

第3回
富士山への手組・給コンワー
たくさんの応場ありがとうご~t 、ました般終曹伐を lom9日(本)に行い、

人賞 r，の葺彫式を12A6日{日}に寓士官~tli民主化会館にて行う予定です

heeJ

。

l
l
h
H
u-

-
剛
白
人

+
ゆ
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h

-kmy 

合同州
闘

n

112圏幼児の隊

量量舞作晶

A. ... e 
.，，"uιλ切定会 ・.， .・・2

Sabo Works a1 MLFujiホームベージで峰、.<<t山砂防に聞する情鰻を寛臼し

ています 人ても1'(町方にホームページをごEになってt‘ただき富上山と砂防

について£勺と知って周〈とともに皆緩から円ご怠且やお便りをお待ちしております

.富士山と砂防

・・IJIIiの治事
.富士山大沢刷れ
.土石混と奥.

.砂防11・のいろいろ

ール

.大沢.~"クイ

'"創れで左右温舞金

.ご質問、お問い合わ皆、また土砂災曹の写真.

賀糾.が""摩したらお知r;it(ださい

{温績先}

富士砂防工...'"
(治思広縄個当:..主筆.官If<jヰ

又Ii・査...a霞撃でt

τEC田44(27) 5221 I内線制2又tt351Jお願い

しいホームページアドレス
崎""白Ijl姐bo.ao.Jp

.建股官官土砂防工事事務所
司F418-0004 富士宮布三国平刊曲

TEL 0544 (2η日 21

FAX 0544 (2司59踊

.富士宮砂防出彊所
〒418心103 富士宮市よ弁幽826-1

TEL 0544 (541 0236 


